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我々は、動物の光応答と行動の連関の解明に取り組む過程において、ニワトリ松果体では、暗

期の光照射により 7a-ヒドロキシプレグネノロン (以下 7a-OH-Preg と略) の合成量が上昇する
ことを見出した。7a-OH-Pregはイモリの脳内で合成・分泌され、行動量を増加させる物質として
知られていたが、哺乳類では 7a-OH-Preg の存在や生理機能など未解明の点が多い。本研究課題
では、哺乳類の脳内における 7a-OH-Preg の有無を明らかにするために、マウス脳各部位の抽出
物に含まれるステロイドの同定を行う。さらに、分泌量の日内変動や様々な刺激への応答性を検

証し、7a-OH-Pregと哺乳類の高次脳機能の連関を探る。 
 

	 7a-OH-Pregの合成能を持たない変異 (KO) マウスと野生型マウスの高次脳機能の測定／解析をお
こない比較したところ、KOマウスの一部の記憶機能が低下していることが明らかになった。この記憶
機能とステロイドの関係を探るために、KO マウスの脳室内に 7α-OH-Preg を投与して記憶機能への
影響を調べたところ、7α-OH-Preg投与により記憶機能の改善が見られた。 
実際に脳内でこれらのステロイドが発現していることを確認するため、質量分析による解析を行っ

た。脳内のステロイドの微量定量のために、新しくトリプル四重極 LC/MS システム (Agilent) を導
入した。このシステムを用いてネガティブモードで multiple reaction monitoring をおこなうことに
より、検出感度および定量性を向上させることに成功した。現在、脳内に存在する 7α-OH-Preg の安
定した検出に向けて、脳からの検出法の検討を行っている。 
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